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ソメイヨシノが満開！ヤマザクラが間もなく満開を迎えます！

昨年より11日ほど遅れてみちのく公園南地区のソメイヨシノが開花いたしました。園内600本のソメイヨシノをはじめ

ヤマザクラ、サトザクラ、シダレザクラなど約1400本のサクラが園内を彩ります。

また、この後、南地区「大花壇」では72品種10万本のチューリップやパンジー・ビオラ、ピンクが映える2万株のシバザクラ

が、「だんだん畑」では黄色が鮮やかな22万本のナノハナが咲き、春の花々の開花リレーが楽しめます。

北地区「自然共生園」ではオキナグサが見頃です。里山地区「りゅうきんかの谷」ではリュウキンカが群生し、園路内では

ルリソウが間もなく見頃を迎えます。3地区様々な種類の花が彩るみちのく公園で、春をおもいっきり感じてください。

令和４年４月１３日撮影

https://michinoku-park.info/flowers/

みちのく公園HP「花ギャラリー」にて開花情報随時更新中
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【園内開花情報】
※写真は昨年撮影したものです

花名 場所 開花状況 見頃 本数

ソメイヨシノ 大園路沿い 満開 4月14日～20日頃 600本

ヤマザクラ 湖畔のひろば、やすらぎの池沿い 咲き始め 4月下旬～5月上旬 700本
シダレザクラ ふるさと村他 咲き始め 4月下旬 50本
チューリップ 彩のひろば大花壇 つぼみ 4月下旬～5月上旬 72品種10万本
パンジー・ビオラ 彩のひろば大花壇 見頃 4月中旬～5月上旬 16品種7万本
ナノハナ だんだん畑、河原田古墳 つぼみ 4月下旬～5月中旬 22万本
シバザクラ 彩のひろば大花壇 つぼみ 4月下旬～5月上旬 2.2万本

※開花状況は気温・天候により変わる場合がございます。



※北地区自然共生園は、4/23（土）～5/4（水・祝）まで、野外コンサート開催のためご利用いただけません。

キンポウゲ科オキナグサ属の多年草で、４～５月に暗赤
色の花をつけます。花を咲かせた後に、白く長い毛におお
われた実を付け、その白い毛を白髪の老人に例えて「翁
草」と名付けられたと言われています。
環境省レッドリスト絶滅危惧Ⅱ類に分類される希少植物

で、みちのく自然共生園では、蔵王連峰を望む展望野草園
（面積約1.3ha）に約200～300株が開花します。これらは、
自然再生ボランティアなどの手により、平成22年から毎年
タネを蒔いて殖やしてきたものです。

現在見頃～4月20日ごろまで

「野辺に咲く花野ガイド」
日 時：5月6日（金）
ツアー出発：10:30～12:00
場 所：自然共生情報館集合 参加費：無料
内 容：ボランティアガイドがオキナグサの大群生地や、
川崎町最後のサクラソウ生育地を案内します。

１時間程歩きます。

イベント情報

【オキナグサ】



【リュウキンカ】
リュウキンカは、日本やアジアなどに
自生し、水辺や湿地に生息するという
特徴を持つ多年草です。花は５月から
７月にかけて先、黄色いかわいらしい
小花をつける。

キンポウゲ科・リュウキンカ属
原産地 日本、中国、朝鮮半島

【ルリソウ】
草丈２０～４０ｃｍの多年草。
全体に開出毛が多い。
葉は根出葉より下部の葉のほうが大きく、
倒披針形で長さ７～１５ｃｍになる。
花序は頂生し、基部で２分する。
花は直径１～１．５ｃｍ、濃い藍色まれに
紅紫色。分果の縁にはかぎ状の刺がある。

ムラサキ科 ルリソウ属

中部地方以北の本州、北海道に分布


